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１	
 題	
 材	
 メールのやりとりについて考えよう（人間関係）	
 

２	
 情報活用能力育成に関する目標	
 

メールの送受信を体験し、文字でのやり取りには思い違いがあることを知り、相手のことを考

えて、文字で送ったり受け取ったりすることができる。	
 

３	
 情報活用能力の伸張を検証する場面と方法	
 

送ったメールや受け取ったメールを検証し、文面を推敲することで、より良い送受信の仕方を

考えることができる。	
 

４	
 情報活用能力の伸長により期待される効果	
 

今後、メールなどの電子文章を書いたり受け取ったりする際に、相手のことを考えて使用する

ことができる。	
 

５	
 実践の様子	
 

	
 	
 「～ある日の出来事～」を読んで、励ましのメールを送るとしたらどんな文面にするか記述す

る活動を行った。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

次に、「やすくん」の立場に立ち、【資

料１】のようなメールをもらったらどう

感じるかを記述した後、直した方がいい

と思う部分に下線を引かせた。	
 

最後に、始めに書いた励ましのメール

を見直し、推敲した。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

この児童は、余分なことは載せない方がよいと考え、始めに書いた文章の中で余分であると思っ

たものを消していた。また、語尾に絵文字を使うことを考え、付け足していた。 

最後に、メールを送るときに気を付けることを記述させると、どの子どもも相手のことを考えて

文章を書くことが大切であることに気付くことができていた。	
 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

６	
 成果と課題	
 

○	
 書いてある文章を鵜呑みにするのではなく、書いた人がどのように考え、どのような意図を

もっているのかを考えて読み取ることが大切であることを知ることができた。	
 

○	
 	
 デジタル機器を使って文字を書くと冷たく感じることが多いことに気付き、いつも以上に

相手の気持ちを考えて入力する必要があることを理解することができた。	
 

●	
 実際に携帯電話を持つときまで知識や態度を持続させていくためにも、定期的な指導が必要

であると感じた。 


